
 

■ 



 
             展示期間：７月１９日（土）～１１月９日（日） 
 
               

昭和元年（1926）から 100 年、第２次世界大戦の終戦から 

             80 年という年にあたり、昭和という一時代の中で変化した 

             仙台の街の風景と人々のくらしの道具の変化についてご紹介

しています。 

 

             ■展示解説              

             日 時 令和７年１０月１１日（土） 

                 午前の部 １１：００～ 

午後の部 １４：００～ 

             会 場 仙台市歴史民俗資料館 

             申込み 事前申込不要（入館料がかかります） 

 

これからの主な事業（詳しくはホームページで御確認ください） 

 10 月 13 日（月・祝） 体験学習・たんけん資料館（れきみんバックヤードツアー） 

 10 月 18 日（土）   第 18 回ホームムービーの日「なつかし仙台８ﾐﾘﾌｨﾙﾑ上映会」 

 10 月 25 日（土）   「れきみん秋祭り 2025」第１部 

 11 月３日（月・祝）  「れきみん秋祭り 2025」第２部 

 

 

 

 

出前授業について 

貸切りバス代の高騰など様々な理由により当館に来ることができない学校があると聞

いています。当館では依頼のあった学校に出向いて学芸員等による出前授業を実施して

おりますので、出前授業を希望される場合は、ぜひ御相談ください。 

 昔の道具の実物を持参して授業をすることにより、子供たちはインターネットや図書

資料による学習では分かりにくい、道具の大きさ、質感等を実感を持って理解すること

ができるものと思います。 

 

また、学校だけではなく、社会学級や市民センターの老壮大学等での出前授業（講師

派遣）もできますので、ぜひ、御相談ください。 

 

特別展｢昭和の仙台｣～戦争と平和・人々のくらし～ 


